





















3．フイルムの平均濃度から空中での空気カーマを計算すると 0.69 mGy であった． 
4．焦点からフイルムまでの距離が 30 cm であると仮定すると，20 cm のコーン先端線量は 1.56 mGy 背
面散乱係数を 1.22 と仮定して患者の入射表面線量を求めると 0.84±0.15 mGy となった． 
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